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自 由 課 題
サルの神経路の比較解剖
1.大脳脚楕被蓋核から視床下核への直
接投射
水野 昇 .中村泰尚
野村 蟻 ,伊藤和夫
.(京大･医)
祝床下核(ルイ核 )への求心性神経線維として
これまでに報告されているのは,①淡蒼球,とく
にその外節からの線維,(9マイネルト交遊を形成
する線維の側枝,③大脳皮質からの線維などであ
るが,これらのうち③はきわめて不確かである｡
祝床下核への求心線維系の起始部を検討するた
め,マカクザルの視床下枝へHRPを注入して,
HRPの逆行性軸索輸送によって捺試される神経
細胞体の分布を観察した｡
5例のサルについて,脳定位手術により-側の
祝床下核にHRPの注入を試みた｡このうち2例
においてHRP注入部の中心に祝床下核が含まれ
ていた｡
祝床下核にHRPが注入された例ではJHRP
膜性神経細胞体が,淡蒼球以外に,HRP注入側
の中脳被蓋にみられた｡これらの捺識神経細胞体
の多くは結合腕の周囲に分布しており,とくに沿
革神経核のレベルにおいて結合腕の背側部の被蓋
部に多数みられた｡標識神経細胞体はこのほか背
側縫線核とその近傍の中心灰白質にもみられた｡
滑串神経核のレベルで結合脱の周囲にみられた捺
識神経細胞の集合はいわゆる大脳脚橋被蓋核(P
5ー2-
